
 栃木県流域下水道事業経営戦略の改定について 

１ 目 的 

栃木県流域下水道事業経営戦略については、本県流域下水道事業の経営基盤の強化等を図り、将来にわたり安定的・継続的な事業経営を推進

するための中長期的な経営の基本計画として、Ｒ２年３月に策定したところであるが、策定後５年を経過することから、これまでの実績等を踏

まえ後半５年間の指標等について見直し、戦略の改定をしました。 

２ 主な改定内容  

  計画期間の中間年度の時点修正を行うため、計画期間、経営方針、基本目標は保持し、後半期の成果指標及び投資・財政計画の見直しをした。 

（１） 成果指標の見直し 主な理由 １）資材価格、人件費高騰に伴う「改築・更新を実施した主要設備数」、「中継ポンプ場・処理場の耐  

震化率」及び「企業債残高」の見直し  

２）上位計画の重点的な取組推進による「幹線管渠の耐震化率」の見直し 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 （２）投資・財政計画の見直し（詳細は別紙） 

     １）過年度決算及びＲ６当初予算を踏まえた、後半５年間の収支計画の改定 

２）計画的な点検・補修・整備・改築による事業費の平準化 

令和７（2025）年３月 13日 
県土整備部上下水道課 


